
         茅ケ崎西浜高等学校 令和６年度２学期始業式 

 

日 時 令和６年８月 26日（月）９：２０ 

場 所 オンライン（会議室にて） 

 

おはようございます。副校長です。 

 

長いと思っていた夏休みもあっという間に終わってしましい、２学期が始まります。 

夏休みは有意義に過ごせましたか。 

私は、この夏、経験したことで、これからお話する２つのことが気になりました。 

 

一つ目です。 

あさってからはパラリンピックも始まりますが、オリンピック パリ大会での多くの選手

の活躍がありました。一方で審判や競技の設定など、マスコミやＳＮＳで騒がれたところも

目につきました。様々な価値観のあるなか、誰の目から見ても公正であり平等な判断をする

ことがこの情報社会の中でますます難しくなっているなと、考えさせられました。正しく判

断すること、そして、自分の意見の発信の仕方も問われます。 

 

二つ目です。 

夏休み中、神奈川県内でも地震そして台風の被害がありました。国内でも別に地震や台風等

の被害を被った地域がいくつもありました。夏休みの旅行先で皆さん自身が、あるいはお知

り合いで大きな被害に遭われた人がいるかもしれません、被害に遭われた方に心よりお見

舞い申し上げます。九州の地震では、南海トラフ地震の臨時情報「巨大地震注意」が出され

１週間にわたって新幹線の一部区間でのスピードを落としての運転や、海水浴場での遊泳

禁止がなされた所もありました。また、台風７号では、早い段階で新幹線の計画運休が決ま

り実施されました。夏休みの帰省の期間と重なったこともあり、旅行の変更をした人がいる

かもしれません。どちらも新たな地震や大きな被害に結び付かなかったことは幸いです。

SNS などでは新幹線の対応など「過剰な対応で必要なかったのでは」という投稿も見られる

ようですが、皆さんはどのように考えますか。安全・安心をどのようにとらえるか、今一度

しっかり考える必要はありそうです。「巨大地震注意」の報道で防災用品が売り切れるとい

う報道もありました。今回の「巨大地震注意」のような情報のあるなしに関わらず、このあ

と必ず起こる災害への備えは普段から必要です。この後、接近が予想されている台風１０号

も心配ですが、地震は風水害と違い予知や予想ができません。「喉元過ぎれば熱さを忘れる」

とならないように、今一度自分自身の備えを見直します。 

 

さて、いよいよ２学期が始まります。何か困ったことや心配なことがあれば、仲間や学校、

あるいは相談窓口に早めに相談してください。２学期にはたくさんの楽しいことや頑張ら

なくてはならないことがあると思います。学年によって、また一人ひとり目指す所は違うと

思いますが、有意義な２学期となるよう祈っています。 

 

これで私の話を終わります。 


